
 

教科目名 「保育原理」              講義     ２単位 

担 当 者    虹釜 和昭 保育学科 １ 学年  前期・ 後期 

＜講師紹介＞ 

 民間企業に勤務後、児童養護施設・保育所・学童クラブを運営する社会福祉法人にて 25年間勤務経験

のある実務家教員である。専門分野は「保育制度･政策」「子育て支援」「家族問題」「保育ソーシャルワ

ーク」「社会的養護」など。「保育」の本質とは何かについて、基本的内容を教授したい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

保育の歴史、変遷から基本理念を学ぶ。それを踏まえ保育に必要となる基本的な知識の理解、身につけるこ

とを目的とする。乳幼児期の子ども期における保育の意義、子どもの最善の利益及び保育者のあり方を理解

する。 

＜評価基準＞  

 期末試験70％、リアクションペーパー15％、課題レポート15％を基本とし、総合的な評価を行う。 

回 講 義 計 画 

1 保育の基本理念 オリエンテーション。保育とは何か、社会制度としての保育を理解する。 

2 保育の意義 子どもの発達と社会的環境における保育の位置づけを理解する。 

3 子どもの権利 子どもの権利擁護と保育の役割などを理解する。 

4 保育制度の基本 保育所保育指針の基本的考え方を理解し、保育の概要を考察する 

5 保育制度の内容 保育所保育指針から保育所保育に関する基本原則を理解する。 

6 「教育」と「養護」 保育所保育指針をふまえ「教育」と「養護」のあり方を理解する。 

7 保育の計画 全体的な計画、指導計画、内容評価を理解する。 

8 幼児児童を行なう施設 育みたい資質・能力、「10の姿」を理解する。 

9 乳児保育の重要性 乳児保育の特質と「非認知能力」の重要性を理解する。 

10 「遊び」が「学び」 「遊び」の持つ意味、発達における「遊び」とは何かを理解する。 

11 子育て支援 子育て支援のあり方とその具体的展開を理解する。 

12 保育機関と地域 保育所･認定こども園と地域社会の関係を理解する。 

13 保育所と幼小連携のあり方 アプローチカリキュラムから幼小連携の意義と重要性を理解する。 

14 保育士の倫理 「保育士倫理綱領」読み解き、意味するところを理解する。 

15 保育の専門性 保育における「専門性」とは何か、その本質を理解する。 

＜教科書・参考文献＞ 

田岡由美子編、新時代の保育双書 ともに生きる『保育原理』、(株)みらい  ISBN:978-4-86015-434-9 

 

厚生労働省『保育所保育指針解説』内閣府･文部科学省･厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領」 



教科目名 教育原理              講義    2  単位 

担 当 者 泉 克史    保育学科  1 学年  後期 

＜講師紹介＞石川県内の公立小学校の教諭・教頭を経験した後に、銀河の里キゴ山で児童の合宿活動の指

導やプラネタリウムの解説を行っている。学校現場や現職での経験を生かし、「教育とは何か」の理念

とスキルを具体的で分かりやすく授業に取り入れていく。 

＜講義概要・授業目標＞ 

主に子ども理解と集団作りを柱に教育の持つ力、魅力を幾多の実践を通して気づかせていく。 

教育は、なによりも子どもの未来に働きかけ、生きる幸せを描く営みである事を教師たちの実践と

理論から気づかせていく。 

そのために、一方的な講義に陥ることなく、グループワーク（ペアワーク）を取り入れながら、学

生自ら主体的に学ばせる。 

＜評価基準＞  

 テスト 

回 講 義 計 画 

1 イントロダクション 出会うということ 出会い直しをもとめて  

2 教育とはなんだろう① 子どもにとって必要なものとは何か 

3 教育とはなんだろう② 教師・保育士に求められる力とは何か 

4 学校とはなんだろう① なぜ学校があるのだろう 

5 学校とはなんだろう② 学校のきまり（校則）とは何だろう 

6 授業とはなんだろう① なぜ子どもは授業を受けるのだろう 

7 授業とはなんだろう② 道徳の授業は、どんなものだろう 

8 子どもとはなんだろう① 子どものいたずらをどうとらえるか 

9 子どもとはなんだろう② 子どもの生きづらさとはなんだろう 

10 子どもとはなんだろう③ 
乱暴な子 おとなしい子をどうみるか 

（衝動的に暴力や攻撃的な言動を繰り返す子ども理解） 

11 子どもとはなんだろう④ いじめを通して、何を教えるのか 

12 大人とはなんだろう① ジェンダー問題を学ぶ 

13 大人とはなんだろう② 保護者とつながるために  

14 まとめ あらためて教育とは何かを考える 

15 試論  

＜教科書・参考文献＞ 

『初めての学級づくりシリーズ』大和久勝・丹野清彦編 クリエイツかもがわ 

『保育のための教育原理』垂見 直樹 他 ミネルヴァ書房 『感情コントロールに苦しむ子ども』楠 凡之・

丹野 清彦 高文研 



 

 

教科目名 子ども家庭福祉           必修    講義   ２単位 

担 当 者    大脇 修 保育学科 １  学年  前期 

＜講師紹介＞ 

当学園の園長。社会福祉士。知的障害児者福祉施設支援員、石川県中央児童相談所児童福祉司、児童自立

支援施設自立支援専門員及び施設長などの業務を経て現在に至る。 

 

＜講義概要・授業目標＞ 

・子ども家庭福祉の意義と歴史的背景を理解した上で、児童福祉法の体系及び子育て支援の現状と課

題を理解する。 

・児童虐待防止を中心に保育と保育を取り巻く関係機関の連携を視野に入れた支援を理解する。      

＜評価基準＞  

 受講の状況 提出物 試験 

回 講 義 計 画 

1 なぜ子ども家庭福祉を学ぶのか  

2 現代社会と子ども家庭福祉ニーズ 保育と子ども家庭福祉 

3 子ども家庭福祉の概念と理念 子ども家庭福祉の歴史的展開 

4 子どもの権利擁護に関する取り組みの現状と課題  

5 子ども家庭福祉の法体系  

6 子ども家庭福祉の実施体制  

7 児童福祉施設を理解する 子ども家庭福祉の専門職 

8 子ども家庭福祉の現状と課題 少子化地域子育て支援 

9 子どもの健全育成 多様な保育ニーズへの対応 

10 障害のある子どもへの支援 子ども虐待・DVとその予防 

11 社会的養護 少年非行等への対応 

12 ひとり親家庭への支援 貧困家庭、外国籍の子どもとその家庭の支援 

13 子ども家庭福祉の動向と新しい理念  

14 子ども家庭福祉の現在の課題と視野に入れるべき動向 子ども家庭福祉の包括的・継続的支援 

15 まとめと試験  

＜教科書・参考文献＞ 

最新 保育士養成講座 第３巻  子ども家庭福祉   全国社会福祉協議会 



 

 

 

教科目名 社会福祉                   必修   講義    ２ 単位 

担当者  南口 政人 保育学科第 １学年 後期 

＜講師紹介＞ 石川県内の児童福祉施設、障害者施設、児童相談所における経験と社会福祉士、介護

福祉士の視点を加え、より具体的でわかりやすい講義を心掛けたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

現代社会における社会福祉の意義と考え方・倫理観を理解し、保育所や児童福祉施設等の保育士とし

て従事する際に必要となる『社会福祉』について基礎知識を学ぶ。 

＜評価基準＞ 

提出物・授業態度・定期試験・出席状況 

回 講 義 計 画 

1 社会福祉の考え方 ・社会福祉とは何か・社会福祉の構造・社会福祉における価値と倫理 

2 
社会福祉を取り巻く環境 ・少子高齢社会の現状・現代家族の動向・現代の貧困問題 

・諸外国の状況 

3 
社会福祉の歴史 ・戦前の社会福祉の歴史・戦後の社会福祉の歴史・社会福祉基礎構造改

革 

4 
社会福祉の仕組み ・社会福祉の法律・社会福祉を支える財政・社会福祉の費用負担 

5 
社会福祉サービスの利用の仕組み ・社会福祉事業の範囲・社会福祉サービス利用手続きの仕組み・社会福

祉サービス利用者を支える仕組み 

6 
社会福祉の機関と施設 ・社会福祉を支える機関・社会福祉を支える施設 

7 
社会保障 ・私たちの生活を守る社会保障・年金制度の仕組み・医療保険の仕組み 

8 
低所得者福祉 ・所得保障と生活保護・その他の低所得者施策 

9 
児童家庭福祉 ・児童家庭福祉の法律・児童家庭福祉の施設・子ども虐待への対応 

10 
高齢者福祉 ・介護保険制度の理念・介護保険制度でどんなサービスが利用できるか 

11 
障害者福祉 ・障害者福祉について考える・障害者福祉の基本となる理念・障害者（児）

福祉の法律・制度 

12 
地域福祉 ・地域福祉とは・地域福祉を支える機関・団体・地域福祉活動の内容 

13 利用者保護制度 ・利用者保護の背景・成年後見制度・日常生活自立支援事業など 

14 
社会福祉の担い手 ・福祉に関する職場・職権・社会福祉分野の資格・社会福祉専門職が大

切にし、守らなければならないこと 

15 
まとめ  試験  

＜教科書・参考文献＞ 

 新・プリマーズ 「社会福祉」 石田慎二／山縣文治 編著 ミネルヴァ書房 



教科名     社会的養護Ⅰ          必修       講義  １単位 

担当者 横 川 伸 保育学科１学年 前期  

＜講師紹介＞ 

児童養護施設 聖霊愛児園 施設長 。県内外の児童養護施設で職員として 35年の経験があり、現場の視

点から社会的養護とは何かについて解説したい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

社会的養護の基礎はいのちの尊厳から始まる。人の存在が大切にされること。人から受容れられ、人

とのつながりを経験する中で人格が形成され、人としての心身が育まれていく。パワーポイントを使

い解説を交えながら学生の皆さんからの疑問や意見を傾聴しつつ共にこれからの社会的養護につい

て学びたい。 

＜評価基準＞ 

  授業への取り組み姿勢 レポート試験により判断する。 

回 講 義 計 画 

１ 

講師紹介 聖霊愛児園紹介 講義のねらい 講義方法について説明 福祉とは 

社会的養護の導入 「人の生命の大切さ」 

質疑応答 次回授業の説明 

２ 

子どもの存在について 

何故子どもの権利は尊重されなければいけないのか 

児童憲章について 質疑応答 次回授業の説明 

３ 

社会的養護の概要 

社会的養護とは何か 「措置制度」と「契約制度」 

質疑応答 次回授業の説明 

４ 

社会的養護の歴史的変遷 

社会情勢、社会構造から変化する社会的養護の歴史 

質疑応答 次回授業の説明 

５ 

社会的養護体系 補完的養護 支援的養護 代替的養護 治療的養護の説明と施設種別 

代替的養護内容と機能 

質疑応答 次回授業の説明 

６ 

暮らしの様子（DVD視聴）養育とは何か 

養育者になるということ 

質疑応答 次回授業の説明 宿題事例提示 

７ 

事例から学ぶ 

学生から意見、疑問、質問、感想など発出してもらい、事例について一緒に考えてみる 

質疑応答 最後の授業説明 

８ 
筆記試験 

DVD視聴。社会的養育を考える。 

 
 

 
 



教科名     社会的養護Ⅰ          必修       講義  １単位 

担当者 林   豊 保育学科１学年 前期  

＜講師紹介＞ 

県職員の在職中障害者施設、保育専門学園で勤務。平成２２年より現障害者支援施設の施設長として勤

務。障害児者を中心とした社会的養護に関する講義を行う。 

＜講義概要・授業目標＞ 

本来児童は、主として家庭での健全な養育に委ねられるべきであるが、最近は虐待、養護放棄など様々

な事情により、家庭で育てられることが困難な児童が増加してきています。 

現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷や、子どもの人権擁護を踏まえた社会的養護の基本

について理解する。 

特に障害児者は、その障害の特性や程度等によっては、家庭での養育が困難な場合が多く、障害福祉

サービス等を利用する障害児者の社会的養護を中心に学ぶ。 

＜評価基準＞ 

  出席状況 ・ レポート内容とその内容 

回 講 義 計 画 

１ 

オリエンテーション 

福祉とは 

養護の基本原理と現状 

講義の内容及び授業計画と参考テキストの紹介 

講義方法：毎回授業プリントを準備 

福祉の理念について 

社会的養護の基本理念と現状について 

２ 
社会的養護の歴史的変遷 施設養護の歴史と新しい福祉制度について 

 

３ 

子どもの権利擁護 社会的養護現場の子どもたちと権利擁護並びに取り組みについ

て 

 

４ 

社会的養護の体系と実施 社会的養護に関わる法律等について 

施設養護と家庭養護について 

 

５ 

社会的養護の領域と概要 

 

養護系施設、家庭養護、障害系施設について 

 

 

６ 

社会的養護に関わる専門

職・専門機関と倫理 

社会的養護に関わる専門職・専門機関と倫理について 

 

７ 

施設の運営管理 施設等の運営について 

 

 

８ 
まとめ まとめ 

レポート 

＜参考文献＞ 

   みらい×子どもの福祉  社会的養護 喜多一憲：監修    株式会社みらい 

  ブックス            堀場純矢：編集 



教科名     社会的養護Ⅱ            講義  ０．５単位 

担当者 林   豊 保育学科１学年 後期 

＜講師紹介＞ 

県職員在職中に障害者施設、保育専門学園で勤務。平成２２年より現障害者支援施設の施設長として勤

務。障害児者を中心とした社会的養護に関する講義を行う。 

＜講義概要・授業目標＞ 

社会的養護「Ⅰ」で習得した基礎知識を踏まえて具体的に障害児者の養護についての理論をさらに

深め、障害児者にかかわる諸問題について解決の方向性を理解することを目的とする。 

さらに社会的養護の課題や障害者総合支援法などについて理解し、激しく変化する福祉施策等につ

いても学んでいく。 

＜評価基準＞ 

  出席状況 ・ レポート提出とその内容 

回 講 義 計 画 

１ 

オリエンテーション 

社会的養護の理解と支援内

容 

     

講義の内容及び授業計画の紹介 

講義方法：毎回授業プリントを準備 

社会的養護における子どもの理解と支援内容 

 

２ 
施設養護の実際 障害児者の特性等について 

施設養護の特性および実際について 

３ 
障害児者施設での支援の実

際 

施設での日常生活、生活支援の具体的内容について 

４ 
事例検討 

 

具体的事例検討 

 

 

５ 

 

社会的養護に関わる専門的

技術 

障害児者の専門性に関わる知識・技術等について 

 

６ 
障害者総合支援法と変化す

る施策 

障害者総合支援法の内容理解と変化する障害福祉施策に

ついて 

７ 

障害施設での施設支援の 

今後の課題と問題点 

施設での生活支援の留意事項 

地域の中で生活するために 

８ 
まとめ まとめ 

レポート 

＜教科書・参考文献＞ 

   

 

 

 

 

 



教科目名 保育者論              必修   講義   ２  単位 

担 当 者 長戸 博英 保育学科 1 学年  前期  

＜講師紹介＞ 

認定こども園にて勤務。現場の具体的な事例を交えた講義を行う。 

＜講義概要・授業目標＞ 

保育者の役割・倫理・制度的位置づけ・専門性・協働・専門職的成長を学ぶ 

保育現場の具体的なエピソードを用いながら、保育者に必要な知識や技術を理解する 

＜評価基準＞  

① 出席状況（15％） ②授業態度（15％） ③ミニレポート・テスト（70％） 

回 講 義 計 画 

1 保育者になるということ 保育者の意義について理解する 

2 保育の本質 保育とは何か。保育者の子ども観・保育観について理解する 

3 保育の内容 保育の一日の流れを通して、保育者の役割について理解する 

4 子ども理解 子どもの思いを理解する 

5 子ども理解 子どもの育ちを理解する 

6 子どもへのかかわり 3,4,5歳児へのかかわりについて理解する 

7 子どもへのかかわり 0,1,2歳児へのかかわりについて理解する 

8 保育者の役割 絵本を通して保育環境を理解する 

9 保育者の役割 自然を通して保育環境を理解する 

10 保育者の協働 保育と保護者支援の協働について理解する 

11 保育者の協働 保育専門職間及び専門機関との連携について理解する 

12 保育者の協働 保護者及び地域社会との協働について理解する 

13 保育者の専門性 保育者の専門性について理解する（1） 

14 保育者の専門性 保育者の専門性について理解する（2） 

15 まとめとテスト  

＜教科書＞ 

なし 

＜参考文献＞ 

適宜紹介する 



教科目名 保 育 の 心 理 学 必修 講義 ２単位 

担当者 武山雅志 保育学科 第 １ 学年 前期 

＜講師紹介＞ 

   臨床心理学が専門、被災者や被害者の支援に関心。最近はまっているのはキャンプ、コー

ヒーの自家焙煎、ジョギング、多肉植物栽培など。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 本講義では子どもの今の姿がどのような過程を経て形作られているのかをしっかりと理解す

るために、子どもの発達に関わる心理学の基礎を習得し、保育の実践に役立てることを目標と

している。 

 そのために身体・運動、認知、言語、感情、社会性、仲間関係といったさまざまな領域の発

達がどのように進むのかを学ぶ。また乳幼児期の子どもの学びの過程や特性について学ぶとと

もに、それが周囲の環境を通じたものであることを考えてみる。 

＜評価基準＞ 

筆記試験 60 ％、課題 40 ％ により評価します 

回 講 義 計 画 

１ はじめに － 子ども、子育てをめぐる現在の変化を考える 

２ 子どもの発達を理解することの意義 

３ 子どもの発達と保育 

４ 身体・運動の発達 

５ 乳幼児・幼児期前期の認知発達 

６ 幼児期後期・児童期の認知発達 

７ 言語の発達 

８ 感情の発達 

９ 社会性の発達 

１０ 仲間関係の発達 

１１ 子どもの学びと発達 

１２ 生活と遊びを通した学び 

１３ 特別な配慮を必要とする子どもの特徴と支援 

１４ 子どもの発達と現代的課題 ー子どもの発達と学びの連続性ー 

１５ まとめ   

＜教科書・参考文献＞ 

教 科 書：本郷・飯島編著（2019）「保育の心理学」 

参考文献：授業の際に紹介します。 



教科目名 子ども家庭支援の心理学 必修 講義 ２単位 

担当者 武山 雅志 保育学科 第 １ 学年 後期 

＜講師紹介＞ 

 臨床心理学が専門、被災者や被害者の支援に関心。最近はまっているのはキャンプ、コーヒー

の自家焙煎、ジョギング、多肉植物栽培など。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 本講義では、家庭における子どもの発達と子どもにとって最も身近な社会である家庭の役割に

ついて学ぶことを目標としている。最初に生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得する。

ついで現代社会における家族・家庭の意義や機能を理解するとともに、子育て家庭をめぐる現代

社会の状況と課題について考える。また子どもの生活環境、子どもの精神疾患や障害、災害時の

子どものこころの健康などについて学ぶ。 

＜評価基準＞ 

筆記試験 60％、課題 40％ により評価します 

回 講 義 計 画 

１ はじめに 

２ 乳幼児期から学童期にかけての発達の特徴 

３ 思春期から青年期の発達の特徴 

４ 成人期から高齢期の発達の特徴 

５ 家庭システムと家族発達 

６ 親としての養育スタイルの形成過程と世代間伝達 

７ 子育て環境の社会状況的変化 

８ ライフコースとワーク・ライフ・バランス 

９ 多様な子育て家庭への支援 

１０ 特別な配慮を必要とする家庭への支援 

１１ 子どもを取り巻く生活環境と心身の健康 

１２ 子どもの心と健康 

１３ 障害のある子どもの理解と対応 

１４ 災害と子ども 

１５ まとめ  

＜教科書・参考文献＞ 

教科書：本郷・神谷編著（2019）「子ども家庭支援の心理学」 

参考文献：授業の際に紹介します。 

 



 

 

教科目名 子どもの保健              必修  講義    2 単位 

担当者 松田 かず子 保育学科第 １ 学年 前期 

＜講師紹介＞ 

石川県の保健師として約 40 年勤務。先駆的に虐待問題・感染症対策に力を入れ、地域の保育

士との協働作業で取り組んだ経験を伝えていきたい。 

 

＜講義概要・授業目標＞ 

 少子高齢化、核家族化、共働き、女性の社会進出等社会構造の急激な変化に伴い、日本の子

どもを取り巻く環境も大きく変わってきている。これらの状況を踏まえ、子どもの健康生活に

関連した具体的な予防活動や実践的な技術を習得できるようにする。 

 

＜評価基準＞ 

筆記試験 

回 講 義 計 画 

1 子どもの心身の健康と保健の意義 

2 健康の概念と健康指標 

3 子どもの健康に関する現状と課題 

4 子ども虐待とその現状 

5 保育所における不適切な養育状態の早期発見 

6 子ども虐待防止対策と新しい動き 

7 子どもの身体的発育・発達と保健 

8 子どもの健康状態の観察 

9 心身の不調などの早期発見 

10 発育・発達の把握と健康診断 

11 主な疾病の特徴（1）急性疾患 

12 主な疾病の特徴（2）慢性疾患 

13 感染症に対する予防策 

14 その他の疾患に対する予防と対応 

15 筆記試験  教科書「こどもの健康と安全」の第1部から出題 

＜教科書・参考文献＞ 

教科書：最新 保育士養成講座 第7巻 子どもの健康と安全（全国社会福祉協議会） 

参考図書等：新聞、雑誌記事 



教科目名 子どもの食と栄養         必修   演習   １単位       

担 当 者    辻 昌美 保育学科  １学年  前期 

＜講師紹介＞ 

県内の精神、一般病院、保健所などに約１０年間勤務し、その後も乳幼児健診などで子ども  

の食事相談に携わってきた。それらの経験を生かしてわかりやすい授業を行っていきたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

小児の身体の特徴や基礎的な栄養学から、食生活が健康づくりの基盤の一つとなっていること

を学習する。食育については年間を通して随時取り入れていきます。 

＜評価基準＞  

授業の取り組み・態度・課題、ノート提出（３０％） 定期試験（７０％）  

回 講 義 計 画 

1 子どもの栄養と食生活 
子どもの食と栄養の学習目的、小児期の栄養の特徴 

日本人の健康問題、食生活の問題 

2 小児の発育・発達と栄養 子供の発育の特徴、味覚、摂食、消化吸収排泄機能の発達と特徴 

3 栄養の基礎知識 
５大栄養素 

炭水化物の働き、多く含まれる食品、消化吸収 

4 栄養の基礎知識 脂質の働き、多く含まれる食品、消化吸収 

5 栄養の基礎知識 
たんぱく質の働き、多く含まれる食品、消化吸収 

脂溶性ビタミンと水溶性ビタミンの特徴 

6 栄養の基礎知識 主なビタミンの働き、多く含まれる食品、 

7 栄養の基礎知識 主なミネラルの働き、多く含まれる食品 五大栄養素について復習 

8 栄養の基礎知識 

水の働きと脱水症  

バランスの良い食事、食品の揃え方、 

食事バランスガイド、日本人の食事摂取基準の考え方 

9 食中毒 主な食中毒の特徴と予防方法 食中毒予防３原則 

10 
郷土の食文化（食育） 

食品の表示 

氷室万頭の歴史と栄養的特徴 食品表示法、実際の食品表示 

特別用途食品、保健機能食品など表示のある健康食品 

11 妊娠期授乳期の栄養 
妊娠期の食生活、トラブルと対応方法 

母乳分泌のメカニズム、分泌を促す栄養と食事   

12 乳児期の食生活（母乳） 母乳の利点、成分の変化、自律授乳、母乳不足、卒乳、 

13 乳児期の食生活（母乳） 冷凍母乳の取り扱い方法、母乳の留意点 

14 乳児期の食生活（人工栄養） 
母乳、牛乳、調整乳の成分の違い 人工栄養の変遷、調製乳の種類と特

徴 

15 
食文化（食育）  

試験 

日本の主な行事食 

前期学習内容のペーパーテスト  

＜教科書・参考文献＞ 

子どもの食と栄養 堤ちはる 土井正子 萌文書林  



 

教科目名 子どもの食と栄養         必修   演習   １単位       

担 当 者    辻 昌美 保育学科  １学年  後期 

＜講師紹介＞ 

県内の精神、一般病院、保健所などに約１０年間勤務し、その後も乳幼児健診などで子ども  

の食事相談に携わってきた。それらの経験を生かしてわかりやすい授業を行っていきたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

各成長・発達段階毎の栄養・食生活の重要性・問題点から、子どもの栄養、食生活が生涯にわ

たる健康の基盤となることを学習する。そして実習を通して、習得した理論を実践できること

を目指します。食育については年間を通して随時取り入れていきます。 

＜評価基準＞  

授業の取り組み・態度・課題、ノート提出（３０％） 定期試験（７０％）  

回 講 義 計 画 

1 乳児期の食生活（人工栄養） 調乳器具の種類と特徴 調乳方法 

2 乳児期の食生活（離乳） 離乳の定義、役割、開始と完了 進め方（初期） 

3 乳児期の食生活（離乳） 離乳食 ５～６か月食 調理実習 

4 乳児期の食生活（離乳） 
実習補足（使用食品の特徴等） 

離乳食 食品の使用時期と目安量 進め方（中期から完了期） 

5 乳児期の食生活（離乳） 離乳食 ７～８か月食 調理実習 

6 乳児期の食生活（離乳） 
実習補足  ベビーフードの種類、長所短所、使用方法  

窒息を起こしやすい食品と対処 

7 乳児期の食生活（離乳） 離乳食 ９～１１か月食 調理実習 

8 幼児期の食生活 実習補足 幼児期の食生活の特徴 栄養必要量 間食の意義と実践 

9 幼児期の食生活 手作りおやつ 調理実習 

10 幼児期の食生活 実習補足 食生活の問題点と対応（偏食、遊び食べ、小食） 

11 学齢期の食生活 
身体発育の特徴と栄養量 食生活の問題点（孤,欠,個,固食等） 

学校給食の特徴  

12 
食育の基本と内容 

保育所給食 

食育基本法制定の目的、食育推進基本計画の内容と達成状況 

保育所の食育 基本理念と実際 保育所給食の実際と保護者支援 

13 
食物アレルギー 

障がい者の食生活 
食物アレルギーの定義と対応  障がい者の身体、食生活の特徴 

14 行事食、郷土食（食育） 子ども向け、地元食材を使った郷土食、行事食の調理実習 

15 
疾病時の食生活 

試験 
子どもの疾病の特徴と食事  後期学習内容のペーパーテスト  

＜教科書・参考文献＞ 

子どもの食と栄養 堤ちはる 土井正子 萌文書林  



教科目名 保育の計画と評価       必修   講義   ２ 単位 

担 当 者    長田 智加代 保育学科  1 学年  後期 

＜講師紹介＞ 

法人保育園で３８年、こども園に４年勤務し、現在も園長として現役で保育に従事している。常にチ

ャレンジ＆パッションの精神で奮闘中である。最も学生が苦慮するのが指導案の作成である。学生と

共に学びあいながら、保育の計画と評価の意義をよりわかりやすく理解できるよう努めたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

１、 保育の内容の充実と質の向上に資する保育の計画と評価について理解する。 

２、 全体的な計画と指導計画の作成について、その意義と方法を理解する 

３、 子どもの理解に基づく保育の過程(計画・実践・記録・省察・評価・改善)について、その全体構

造をとらえ、理解する。 

＜評価基準＞  出席状況、授業態度、理解度、試験結果を加味した総合的な判断で評価 

回 講 義 計 画 

1 
保育所保育指針等における保

育の目標と計画の考え方 
保育の目的と目標、保育の計画と評価の意義、演習課題 

2 
保育におけるカリキュラムと

は 
カリキュラムとは何か、保育におけるカリキュラムの考え方、 

3 全体的な計画の編成 全体的な計画と指導計画の評価、演習課題 

4 
子ども理解に基づく PDCA サ

イクルの循環 
子どもの理解、PDCAサイクル、演習課題 

5 全体的な計画とは 全体的な計画とは何か、指導計画との関係、演習課題 

6 長期的な指導計画の作成 長期的な指導計画とは、年間指導計画、(012歳児)その他の計画作成 

7 長期的な指導計画の作成 3，4，5歳児の指導計画、、演習課題 

8 短期的な指導計画の作成 
0，1，2歳児の指導計画週案、日案、デイリープログラム、、個別の指導

計画、演習課題 

9 短期的な指導計画の作成 3，4，5歳児の指導計画 演習課題 

10 指導計画作成上の留意事項 0，1，2歳児の指導計画作成にあたって 演習課題 

11 指導計画作成上の留意事項 3，4，5歳児の指導計画ポイント 演習課題 

12 
指導計画の基づく保育の柔軟

な展開 
子どもの変化に応じた柔軟な保育の展開、保育の見直し 演習課題 

13 保育の記録と省察 保育の省察、保育におけるさまざまな記録、記録を書く意義、演習課題 

14 保育の評価と改善 保育における評価とは、評価を改善に生かす、演習課題 

15 試験  

＜教科書・参考文献＞ 

使用教科書：「保育の計画と評価演習ブック」 松本峰雄監修（ミネルヴァ書房） 

「保育ハンドブック」(石川県保育士会) 

参考文献：「教育課程・保育の計画と評価」岩崎順子共書（萌文書林） 

「保育の計画と評価」宮川萬寿美編著(萌文書林) 



 

 

教科目名 保育内容総論                        演習  １単位    

担 当 者   山崎 小百合  保育学科  １学年   後期 

＜講師紹介＞ 

  保育園、子ども園に２８年、児童相談所に９年勤務した経験を活かし、具体的でわかりやすい授業に

心がけたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 保育所保育指針における「保育の目標」「育みたい資質・能力」「幼児期の終わりまでに育ってほしい 

姿」の関連を理解する。保育指針の各章のつながりを読み取り、保育の全体的な構造を理解する。子供

の発達や生活を取り巻く社会的背景を踏まえ、保育の内容の基本的な考え方を、子供に発達や実態に即

した具体的な保育の過程につなげて理解する。保育の多様な展開について具体的に理解する。 

＜評価基準＞  

 授業の取り組み、レポート、テスト 

回 講 義 計 画 

1 オリエンテーション 保育の基本と保育内容 

2 保育の全体構造と保育内容 保育指針に基づく保育の全体構造と保育内容の理解 

3 保育の全体構造と保育内容 
「保育の目標」「育みたい資質能力」「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」と「保育内容」 

4 保育の全体構造と保育内容 保育内容の歴史的変遷とその社会的背景 

5 子どもの発達の特性 乳児保育・満１歳以上３歳未満児の園での一日 

6 子どもの発達の特性 ３歳以上児の園での一日・子どもの発達や生活に即した保育内容 

7 個と集団の発達 一人一人を生かした集団形成・異年齢保育・協同的な学び 

8 養護と教育・子どもの主体性 養護と教育が一体的に展開する保育・子どもに主体性の尊重 

9 泉こども園の行事見学 行事の計画案・実際の行事の見学・行事までの取り組み 

10 泉こども園の行事見学 行事での子どもの姿とねらい・保育者の配慮 

11 環境を通して行う保育 「環境」のねらいと内容・計画的な環境の構成 

12 泉こども園のあそび 指導案のねらい・経験する内容・環境構成・保育者の援助 

13 
生活や遊びによる総合的な保

育 
ねらいが総合的に達成されること・生活や発達の連続性に考慮した保育 

14 子育て支援・小学校との連携 保護者や地域・小学校との連携・特別な配慮を必要とする子 

15 試験・まとめ 授業のふりかえり・まとめのテスト・長時間保育・多文化共生の保育 

＜教科書・参考文献＞ 

 マンガとアクティブラーニングで学ぶ保育内容総論（教育情報出版） 

 保育所保育指針 認定こども園教育保育要領 幼稚園教育要領 泉こども園保育の計画書 



 

教科目名 健   康                必修   演習   １  単位 

担 当 者 平下 政美 保育学科 １ 学年  後期 

＜講師紹介＞ 大学において健康科学の講義を長年展開した。現在は広く幼児から高齢者までの 

健康づくり教室を行っている。 

＜講義概要・授業目標＞生きる力を育むには神経機能が著しい幼児期の生活習慣が強く影響する。また、今日

社会問題ともなっている成人の生活習慣病と幼児期の身体活動量との関連概説しながら、幼児期における健康な

心と身体を育て、この時期に自ら健康で安全な生活を作り出せる力を養う。 

＜評価基準＞  

レポート2回（５０％）  筆記テスト（４０％） 学習態度（１０％） として合計点を評価する。 

回 講 義 計 画 

1 人間と健康 健康の定義・我が国における健康づくり施策 

2 子どもの体力 ① 幼児期の体の発達  スキャモンの発育・発達 

3 子どもの体力 ② 幼児期の体力と運動 体力とは？ 幼児期の体力の特性 

4 子どもの体力 ③ 子どもの体力測定法 体力・身体活動量の地域較差 

5 健康な生活習慣 ① 子どもの健康生活リズム 睡眠と運動 

6 健康な生活習慣 ② 食習慣・食育・食習慣の形成 

7 健康支援と健康管理 ① 感染性疾患 インフルエンザ 食中毒予防  など 

8 健康支援と健康管理 ② 衛生管理 てあらい、施設内・外 砂場、プール など 

9 健康支援と健康管理 ③ 幼児の肥満対策 腸内細菌 レポート提出 

10 衛星管理 室内の衛生管理 

11 屋外での事故予防 子どもの体温調節 熱中症予防 寒冷疾患 

12 メタボリックシンドローム 幼児期の運動習慣と成人の高血圧症 脂質異常症 糖尿病との関連 

13 ロコモティブシンドローム 幼児期の運動習慣と成人の整形外科疾患との関連  レポート提出 

14 テスト 筆記テスト 

15 まとめ 保育者の健康教育 アクティブラーニング 

＜教科書・参考文献＞ 

 現代人のための健康づくり  石川県大学健康教育研究会（北国新聞社出版局）ISBN 978-4-8330-1972-9 



教科目名   環  境                必修  演習      １単位 

担当者  泉  由美子 保育学科第 １学年 前期 

＜講師紹介＞ 

当学園職員。公立幼稚園・保育園で 40 年間勤務。現場での豊富なエピソードをこどもの発達を通して環境

教育の大切さを学生に伝える。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 子どもたちを取り巻く身近な環境との関わりとして、人的・物的・自然・社会がある。 

これらをどう絡ませ合い、日々の活動に創意工夫を加えて活動していくかが保育者の資質に大切な要素と考える。

そこで、授業では、身近な環境構成・自然環境・社会環境を主として取り上げ、乳幼児が保育所（園）・子ども園

において安定した生活と充実した活動ができるように、保育者として指導する事項と支援する事項の基本的内容

を学習する。 

〈評価基準〉 

  授業態度  授業ノートの整理・まとめ  筆記試験 

回 講 義 計 画 

1 
保育と環境・子どもにとっての「環境」    発達にふさわしい環境の構成について知る 

    学園の周りの環境に興味を持つ 

 

2 
領域「環境」のとらえ方と考え方        子どもにとって魅力ある園環境とは 

    保育の基本をふまえた領域「環境」とは      

 

3 
保育環境の構成                エピソードから「環境」について考える 

                     自分たちの幼児期を振り返る 

 

4 友だちや保育者とともに育つ          人的環境について知る  

5 豊かな生活を育む環境             物的環境について知る  

6 生活に必要な文字や数、量などにふれる     文字や数量への興味関心に関する事例  

7 
子どもたちを取り巻く社会の文化にふれる    社会的環境について知る        

園生活における行事の意義を知る   

 

8 生き物や植物、自然の事象に関心を持つ   自然環境について知る  

9 
自然に自分から触れるようになるには    保育環境としての自然  

10 
自然に触れる体験の意味と大切さ ①    季節を感じる・自然の変化に気づく  

11 自然に触れる体験の意味と大切さ ②    遊びの中で物事の法則性に気づく  

12 子どもを守る安全な環境とは        「安全」「命を守る」ことが絶対条件  

13 環境を通した活動の実際 ①        環境にかかわる子どもの姿を知る     

14 環境を通した活動の実際 ②        遊び環境空間としての保育の場の課題  

15 筆記試験・まとめ  

＜教科書・参考文献＞ 

 保育内容「環境」 （みらい） 

 保育所保育指針解説  認定こども教育・保育要領解説    



 

 

教科目名   音楽表現               必修  演習    0.5単位 

担当者  日向 亜希子 保育学科第 １学年 前期 

＜講師紹介＞ 

 当学園職員。市立中学校、県立高等学校の音楽教諭として20年間勤務。手遊びや歌あそびに触れなが

ら、音楽の楽しさを伝えていきたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

こどもの発達を知り、こどもの豊かな感性と表現しようとする意欲を育て、創造性を豊かにするため

の適切な援助ができるよう理論と演習から学ぶ。 

わらべうた、手遊び歌、手合わせ歌、動きを伴う歌などを演習し、音楽を表現することについて考え

る。また、子どもの興味・関心に対応できる力、即興力などを身に付ける。 

＜評価基準＞ 

 手遊び、歌あそびなどの実技試験、授業出席 及び平常点（授業中の取り組み）による 

回 講 義 計 画 

1 
幼児の表現活動と音楽について わらべうた・手遊び歌 

てあわせ歌・絵描き歌・動きを伴う歌など 

2 
幼児の発達について 

    〃 

3 音楽表現について     〃 

4 幼児と音楽環境     〃 

5 うたう活動      〃 

6 手遊び・歌あそび等 計画・準備      

7 手遊び・歌あそび歌等 発表      

8 手遊び・歌あそび等 発表  

   

   

   

   

   

   

   

＜教科書・参考文献＞ 

○最新・幼児の音楽教育  

幼児教育・保育士要請のための音楽的表現の指導   代表編著 井口 太 朝日出版社 

○手あそび・うたあそび         阿部直美 編著   ナツメ社 



 

 

教科目名     造形表現              必修   演習  ０．５単位 

担当者  長部 直子 保育学科第 １学年 前期 

＜講師紹介＞ 

当学園職員。特別支援学校の美術教諭としての勤務経験あり。泉こども園の造形教室も担当している。

「上手く作る・描くこと」よりも、造形活動を通じて、身体の諸感覚の経験を豊かにし、様々な感覚を味

わうこと、自らのイメージを形にする喜びを感じることを重視し、授業を展開したい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

創造活動を通して子どもたちの望ましい発育を支援し、また、援助できるように、造形素材に

対する知識や経験を得ることを目指す。また、造形活動自体を楽しむ姿勢を身につけ、精神的な

面でも子どもたちの健全な成長を支援できる保育士としての資質の向上を目指す。 

＜評価基準＞ 

授業態度＋出席日数＋提出物 

回 講 義 計 画 

1 オリエンテーション オリエンテーション 

2 造形体験 小麦粉粘土を作って遊ぼう 

3 造形体験 水性サインペンのにじみ絵で遊ぼう 

4 造形体験 新聞紙で遊ぼう 

5 造形体験 染め紙による手作りうちわ 

6 造形体験 氷絵の具を作って遊ぼう 

7 パネルシアター 製作 

8 パネルシアター 製作 

   

   

   

   

   

   

＜教科書・参考文献＞ 

 技法あそび実践ライブ ひかりのくに 



教科目名 音楽表現基礎     講義   1単位 

 担当者 香田裕泰 保育学科第1学年   前期 

＜講師紹介＞バス歌手。ドイツの歌劇場でオペラ歌手の経験あり。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 子供の発達と音楽表現に関する知識と技術について学ぶ。いろんな音や音楽の刺激が子供の脳

の発達には欠かせません。子供の世界の中心は「あそび」です。保育はこの「あそび」抜きには

成立しません。保育者がさまざまな環境や状況に応じて「子供のための音楽活動」を支え、子供

の経験や様々な表現活動と音楽活動を結びつける遊びの展開について学ぶ。音楽の基礎と音楽の

効果を丁寧に学びましょう。 

＜評価基準＞ 

「サウンド・スケープ」「Sound and Silence」「黒鍵の音楽」「オノマトペと 

図形楽譜」「ボディー・パーカッション」等の作品提出 

 回          講 義 計 画 

 １ 長音階と短音階の成り立ちを学ぶ。 

 ２ 日本音階の成り立ちを学ぶ。 

 ３ ピアノの黒鍵だけでのメロディ―の創作。 

 ４ リズムの基礎を学ぶ。ボディー・パーカッションの創作。 

 ５ グループによるボディー・パーカッションの創作。 

 ６ オペラ「ラ・ボエーム」の鑑賞を通じて、音楽の効果について学ぶ。    

 ７ 楽典とコードネームの基礎。（第1回）ドミナント7thについて学ぶ。 

 ８ マリー・シェーファーの提唱した「サウンド・スケープ」について学ぶ。 

 ９ 「オノマトペ」と「図形楽譜」について学ぶ。 

１０ 楽典とコードネームについて学ぶ。（第2回） 借用和音。 

１１ 簡易伴奏のつけ方を学ぶ。簡単な楽曲を写譜し暗譜する。 

１２ 自分で見つけた「サウンド・スケープ」を発表する。 

１３ 「黒鍵だけの音楽」「ボディー・パーカッション」を発表する。 

１４ ジョン・ペインターの「Sound and Silence」（音楽の語るもの）を参考に、現代音楽から

アプローチする。1回目。 

１５ 「Sound and Silence」の発表とまとめ。 

教科書・参考文献 

最新 幼児の音楽教育 井口太編著 朝日出版社 

 

 

 

 

 

 

 



 

教科目名   造形表現基礎             必修    演習      １単位 

担当者  長部 直子 保育学科 第１学年 後期 

＜講師紹介＞ 

当学園職員。県立高等学校・特別支援学校の美術教諭としての勤務経験あり。泉こども園の造形教室も

担当している。「上手く作る・描くこと」よりも、造形活動を通じて、身体の諸感覚の経験を豊かにし、様々

な感覚を味わうこと、自らのイメージを形にする喜びを感じることを重視し、授業を展開したい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 「美術」に対する知識、理解を深め、保育士としての「創造活動」を楽しむ姿勢、態度を養う。 

 また造形活動を行っていく上で必要となってくる素材の知識、技術の習得を図る。教材としては、保育の現場

で活用できるものを中心に製作活動を行い、「造形表現」の演習と連携を図りながら、基礎的な知識と共に実

用性のある内容を学習する。 

＜評価基準＞ 

授業態度、出席状況、レポート、提出作品等 

回 講 義 計 画 

1 
オリエンテーション  

2 
トイレットペーパーによる衣装つくり 加工しやすい素材を使った衣装の共同制作 

3 
トイレットペーパーによる粘土つくり トイレットペーパーを使った手作り粘土つくり 

4 
モダンテクニック① ドリッピング、フロッタージュ、スクラッチ、デカルコマ

ニーなどの技法指導 

5 
モダンテクニック② マーブリング、スパッタリングなどの技法指導 

6 
毛糸のポンポン作り クリスマスリースの制作 

7 
自然物を使った工作 クリスマスリースの制作 

8 
折り紙ワールド① 折り紙＋モダンテクニックによる作品作り（構想） 

9 
折り紙ワールド② 折り紙＋モダンテクニックによる作品作り（制作） 

10 折り紙ワールド③ 折り紙＋モダンテクニックによる作品作り（制作・鑑賞） 

11 
グリーティングカード① ポップアップの技法の説明 

保育行事でのメッセージカード作り（構想）（制作） 

12 
グリーティングカード② 保育行事でのメッセージカード作り（制作） 

13 パネルシアターのパネル作り パネルシアターの個人用のパネルの制作 

14 講義：子どもの絵の発達について  

15 
講義：子どもの絵の見方について  

＜教科書・参考文献＞ 技法あそび実践ライブ（ひかりのくに） 



教科目名 言語表現            演習     １ 単位 

担 当 者 守 山 静 枝 保育学科 １学年 ・ 専攻科  後期 

＜講師紹介＞保育園等に45年以上勤務した。 現場担任後、主任18年、副園長5年、園長15年の間 

 保育士の育成に力を注ぐ。また、県保育士会副会長。県保育部会の副部会長として研修部会委員を務めた。 

＜講義概要・授業目標＞ 

子どもとの良い関係と言葉のそだちについて、表現とともに演習形式で学習する。 

『言語表現』の教材の製作活動を通して、保育者としての言語表現力や保育技術の向上を図る。 

＜評価基準＞  

課題レポートと提出作品、出席状況、授業態度を加味した総合的な判断で評価 

回 講 義 計 画 

1 幼児期の国語教育 自己紹介：人を知るために。自分を知るために。日本語 

2 領域としての『言葉』 他人を表現するという事・伝える役割。生きる力に直結する児童文化財 

3 言語環境としての絵本 保育指針の中での言語への位置づけ・絵本環境の現状 

4 言語環境としての紙芝居 保育指針の中での言語への位置づけ・言葉の面白さや楽しさ 

5 言語表現教材つくりⅠ 教材つくりの実践・紙パック教材や折りたたみ紙芝居等 

6 言語環境に必要な事と物 心をどこに。目標をとらえた活動の援助と配慮。指導案の記入について 

7 言葉を使って語ってみよう 「おはなし」。お話つくり。伝えたいことは何？ 

8 児童文化財を演じてみよう 実践目的と計画。身近な児童文化財。エプロンシアター・指人形など 

9 言語表現教材つくりⅡ 実践・新聞紙を用いて幕紙等。豊かな生活の中で感動を呼ぶもの 

10 教材をつかっての表現 言葉使い。育てたい「話し言葉」。言語環境の構成。導入のあり方。 

11 言語表現教材のアラカルト ことばあそび(回文、しりとり等)。ピクトグラム、文字、手話など。 

12 言語機能と発達。 言語の豊かさ。心の表現について。言葉を感じる。 

13 教材を用いての表現とまとめ 教材を使っての実践発表 

14 教材を用いての表現とまとめ 教材を使っての実践発表 

15 文字環境への配慮とまとめ 実践発表のまとめ。小学校との連携について。言語に関する諸問題。 

＜教科書・参考文献＞ 『保育実践に生きる言語表現』馬見塚昭久 萌文書林 

『にほんご』 福音館書店 

 『保育に役立つ言語表現教材』松本和美 みらい 



 

 

教科目名     乳児保育Ⅰ                必修  講義  ２単位  

担当者  岡田  光洋 保育学科第１学年     後期 

＜講師紹介＞ 当学園を卒業以来、金沢市、小松市の現場で保育教諭として勤務し、現在は小松

市西軽海町、わかばにしかるみこども園の園長として日々保育・教育に取り組んでいます。授業

では、現場の話をまじえながら、皆さんと一緒に子どもの発達や保育者のあり方について学んで

いきたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

基礎的事項（乳児保育の理念や現状、運営体制など）や、３歳未満児の発育・発達を踏まえた保

育の内容を理解し、保育の実践力の習得につなげる。 

＜評価基準＞授業の取り組み・態度・課題の提出 ５０％  テスト ５０％ 

 回  講義計画 

１ 「乳児保育」とは何か 

２ 乳児保育の成り立ち 

３ 乳児保育を支える基本① …個々の発育・発達・健康状態に基づく保健的な対応 

４ 乳児保育を支える基本② …一人ひとりに合わせた応答的なかかわり 

５ 乳児保育を支える基本③ …３歳未満視を中心に据えた職員間の協力 

６ 乳児保育を支える基本④ …十分な探索活動を保障する安全な環境の整備  

７ 乳児保育を支える基本⑤ …３歳未満児の自発的な活動の尊重と促進 

８ 乳児保育を支える基本⑥ …保護者とのよりよい関係づくり 

９ ０歳児の発達と保育者のあり方について学ぶ 

10 １歳児の発達と保育者のあり方について学ぶ 

11 ２～３歳児の発達と保育者のあり方について学ぶ 

12 乳児保育の方法と計画・記録・評価 

13 家庭・園・地域における子育て支援 

14 乳児保育における次世代のキーワード 

15 テスト 

＜教科書＞  乳児保育 ―子ども・家庭・保育者が紡ぐ営み―  

入江慶太 編著  (教育情報出版) 



 

教科目名 子どもの健康と安全          必修    演習    １単位 

担 当 者    道下 篤子 保育学科  １学年   後期 

＜講師紹介＞ 

 当学園職員。保健師。県庁、保健福祉センター、こころの健康センター等で勤務。 

＜講義概要・授業目標＞ 

子どもは常に発育・発達しつつある存在であることを認識しそれを保障するために、保健的観点を踏

まえた保育環境や援助、関連するガイドライン等に基づく衛生管理、事故防止及び安全対策、危機管理、

災害対策、感染症対策について具体的に理解する。また、子どもの体調不良や健康、安全管理に関わる

対応や組織的取り組み、保健活動の計画及び評価等について具体的に理解する。 

＜評価基準＞  

    ①出席状況  ②授業態度  ③提出物  ④テスト 

回 講 義 計 画 

1 
保健的観点を踏まえた保育環境及び 

援助 

（１）子どもの健康と保育の環境 

（２）子どもの健康に関する個別対応と集団全体 

の健康及び安全の管理 

2 保育における健康及び安全の管理 （１）屋内施設の衛生管理 

3 保育における健康及び安全の管理 （２）屋外施設の衛生管理 

4 子どもの体調不良に対する適切な対応 （１）体調不良時のケア 

5 子どもの体調不良に対する適切な対応 （２）嘔吐物の処理 

6 保育における健康及び安全の管理 （１）子どもに起きやすい事故の応急手当 

7 保育における健康及び安全の管理 （２）子どもに起きやすい事故の応急処置 

8 保育における健康及び安全の管理 （３）救急処置及び蘇生法 

9 感染症対策 （１）感染症の集団発生の予防 

10 感染症対策 （２）感染症発生時と罹患後の対応 

11 保育における保健的対応 （１）保育における保健的対応の基本的な考え方 

12 保育における保健的対応 
（２）３歳未満児への対応 

（３）個別的な配慮を要する子どもへの対応 

13 健康及び安全の管理の実施体制 （１）保育における保健活動の計画及び評価 

14 健康及び安全の管理の実施体制 （２）母子保健対策と地域の関係機関等との連携 

15 筆記試験・まとめ テスト 

＜教科書・参考文献＞ 

  ・保育所保育指針解説 

・子どもの健康と安全 ななみ書房 



 

教科目名 社会的養護 Ⅱ    （演習）              １ 単位 

担 当 者 佐道 寛    保育学科  １ 学年   後期 

＜講師紹介＞ 

金沢市内の養護施設で39年間の勤務経験があり、現場目線でケース検討が出来る。 

 

＜講義概要・授業目標＞ 

社会的養護において、それぞれのケースによって実践が有り、そこには正解は存在しない。 

よって、多くのケースを通して具体的な実践につて考えていく必要がある。 

具体的なケースをもとに、学生とともに考えていきたい。 

 

＜評価基準＞  

 レポート 

回 講 義 計 画 

1 オリエンテーション 
演習方法、自己紹介、 

児童養護施設の説明 

2 DVD 施設養護の現場を紹介 

3 子どもの最善の利益 ケースを通して子どもの最善の利益とは何かを考える 

4 子どもの意見表明 聴けてない子どもの意見 

5 大切にされた経験 大切された経験のない子は、自分を大切にできない 

6 大人への期待 どのような大人を子どもは求めているか 

7 養育現場 家庭養護、家庭的養護、施設養護 

8 まとめ 社会的養護のあるべき姿 

9   

10   

11   

12   

13   

14   

15   

＜教科書・参考文献＞ 

無し 



 

・教科目名  保育実習指導Ⅰ                                  必修   演習   ２ 単位 

担当者 黒山 美千代 ・泉 由美子 保育学科第  １学年 通 年 

＜講師紹介＞ 黒山 美千代： 当学園職員。県職員（福祉職）として児童相談所、障害児（者）施設、保健福祉センターで勤務。 

       泉 由美子 ； 当学園職員。公立幼稚園・保育園で40年間勤務。現場での豊富なエピソードから、現場で求められている保育者が大切に

しなければいけないことや実習前後の取り組みについて学生に知らせる。 

＜講義概要・授業目標＞ 

１．保育実習Ⅰの意義・目的を理解する。 

２．保育実習を円滑に進めていくための知識・技術を習得し、実習の意義を確認し、自己の課題を明確にする。 

３．実習施設における子どもの権利と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務について理解する。 

４．事前指導として学園において講義や視聴覚教材を用いた演習を行い、また実習施設において見学・オリエンテーションを行う。 

５．実習の計画、実践、観察、記録、評価の方法や内容について具体的に理解する。 

６．実習の事後指導を通して、実習のまとめと自己評価を行い、新たな課題や学習目標を明確にし、次につなげる。 

＜評価基準＞ 授業態度、実習における事前・事後学習への取り組み・実習施設の評価・巡回時の様子・記録物の内容・提出状況などを勘案した 

総合評価。授業はすべて出席することが前提。 

回 講 義 計 画 時間 担当者 

1 保育実習Ⅰとは① 「保育実習Ⅰ」の位置づけを学ぶ  ２ 泉 

2 保育実習Ⅰとは② 保育実習の意義と目的を理解する。実習の段階を学ぶ  ２ 泉 

3 保育士の役割 保育士の職務を理解し、その役割について学ぶ  ２ 泉 

4 施設実習とは① 施設実習の意義と目的を理解する  ２ 黒山 

5 施設実習とは② 児童養護施設について  ２ 黒山 

6 施設実習とは③ 障害児・者施設について  ２ 黒山 

7 保育所実習とは① 保育所実習について①  ２ 泉 

8 保育所実習とは② 保育所実習について②  ２ 泉 

9 実習から学ぶ 先輩の実習体験を聴く  ２ 黒山・泉 

10 実習のねらいを定めよう① ねらいのモデルから学ぶ  ２ 黒山・泉 

11 実習のねらいを定めよう② １０日分のねらいを考えよう  ２ 黒山・泉 

12 実習記録の書き方① 記録をとることの意義を考える  ２ 黒山・泉 

13 実習記録の書き方② 実習記録の具体的内容を確認しその記録方法を学ぶ  ２ 黒山・泉 

14 保育実習の心得について 実習に向けての基本的な心構え等の準備、個人票の作成  ２ 黒山・泉 

15 オリエンテーションについて オリエンテーションの注意事項  ２ 黒山・泉 

16 オリエンテーションについて 実習先との連絡 日程の調整  ２ 黒山・泉 

17 事前訪問について（施設）① 実習先でのオリエンテーション  ２ 施設担当者 

18 事前訪問について（施設）② 実習先の概要について  ２ 施設担当者 

19 事前訪問について（施設）③ 実習計画についての打合せ  ２ 施設担当者 

20 事前訪問について（施設）④ 実習先の見学  ２ 施設担当者 

21 事前訪問について（保育所）① 実習先でのオリエンテーション  ２ 保育所長 

22 事前訪問について（保育所）② 実習先の概要について  ２ 保育所長 

23 事前訪問について（保育所）③ 実習計画についての打合せ  ２ 保育所長 

24 事前訪問について（保育所）④ 実習先の見学  ２ 保育所長 

25 指導案の書き方について 部分実習の準備をする。実際に書いてみる  ２ 泉 

26 施設実習を終えての反省・課題について① 実習のまとめと発表① 講師による指導・助言  ２ 黒山 

27 施設実習を終えての反省・課題について② 実習のまとめと発表② 講師による指導・助言  ２ 黒山 

28 保育実習を終えての反省・課題について① 実習のまとめと発表① 今後の学習課題を明確にする  ２ 泉 

29 保育実習を終えての反省・課題について② 実習のまとめと発表② 今後の学習課題を明確にする  ２ 泉 

30 実習Ⅰを終えて 自己評価を行い、今後の課題が次年度につながるようにする  ２ 黒山・泉 

＜教科書・参考文献＞ ・施設実習パーフェクトガイド  わかば社 

・幼稚園・保育所・認定こども園実習パーフェクトガイド わかば社    ・保育所保育指針解説 厚生労働省編 フレーベル館 

・実習の手引き（保育専門学園作成のもの）   ・幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説  フレーベル館 



 

 

 

教科目名  保育原理演習             必修   演習    ０．５ 単位 

担当者  清水 うめ子 保育学科第１学年 前期 

＜講師紹介＞  

 保育専門学園を卒業後、野々市町公立園に勤務。定年後は、市立富奥保育園園長、社会福祉法人久楽会

あわだこども園園長として勤務していた。 

＜講義概要・授業目標＞ 

こども園の担当児を決め観察する。実際の保育に参加し子どもと触れ合う体験をする。レポートを書き

話し合うことで、子どもの発達や個人差を理解し、集団の中での子どもの行動や保育士として子どもとの

かかわりの基本を学ぶ。 

＜評価基準＞  

 出席日数、態度、レポート提出とその内容 

回 講 義 計 画 

1 保育原理演習について 

2 観察 ：保育施設の環境について 

3 参加 ：担当児と関わってみよう 

4 参加 ：発達をふまえて関わるⅠ 

5 参加 ：発達をふまえて関わるⅡ 

6 参加 ：集団の中で関わるⅠ 

7 参加 ：集団の中で関わるⅡ 

8 参加 ：まとめ 

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

＜教科書・参考文献＞ 

 参考文献： 保育所保育指針解説   厚生労働省 編   フレーベル館 

       泉こども園  保育の計画書 



 

教科目名   子どもと音楽 Ⅰ             必修  演習   0.5 単位 

担当者  日向 亜希子 保育学科第 １学年 後期 

＜講師紹介＞ 

当学園職員。市立中学校、県立高等学校の音楽教諭として20年間勤務。歌あそびや器楽合奏に触れなが

ら、音楽の楽しさを伝えていきたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

幼児が扱う楽器について理解を深め、正しい奏法を習得する。また、読譜力を高め、より良い 

演奏を目指し、アンサンブルを楽しむ。 

＜評価基準＞ 

  楽器演奏（アンサンブル）、レポート内容、提出物および 平常点（授業中の取り組み）による 

回 講 義 計 画 

1 
子どもの音楽的発達について  

2 
打楽器奏法の基礎技能  

器楽アンサンブルⅠ練習 ① 

  

3 
器楽アンサンブルⅠ練習 ② 

 

  

4 
器楽アンサンブルⅠ   発表 

器楽アンサンブルⅡ練習 ① 

  

5 
器楽アンサンブルⅡ練習 ②  

6 
器楽アンサンブルⅡ   発表 

器楽アンサンブルⅢ練習 ① 

 

7 
器楽アンサンブルⅢ練習 ② 

   
 

8 
器楽アンサンブルⅢ  発表 

まとめ 
 

   

   

   

   

   

   

   

＜教科書・参考文献＞ 

最新・幼児の音楽教育  

幼児教育・保育士要請のための音楽的表現の指導   代表編著 井口 太 朝日出版社 



 

教科目名 子どもと音楽Ⅱ           必修   演習   0.5単位 

担 当 者    髙垣展代 保育学科 第１学年  前期・ 後期 

＜講師紹介＞ 

京都家政短期大学助手（現京都文教短期大学）・名古屋芸術大学音楽学部講師・金沢星稜大学特任准教授を経て現

在市内幼・保・こども園・特別支援学校・療育施設・大学の講師を務める。長年“音”が幼児・障害児（者）に与

える影響やダルクローズシステム（リトミック）について研究を続けている。 

＜講義概要・授業目標＞ 

「子どもと音楽Ⅱ」では保育内容「表現」の在り方を音楽の側面から具体的な方法で学ぶことを目標とする。人間

は胎児の時から聴覚は機能しており、母親のリズムや外の音を聴取して成長する。言葉を持たない乳幼児は泣き声

や身体活動などで自分の思いを表現する。その表現を読み取れるように保育者として身に付けておきたい資質を理

解し、ダルクローズシステムを通して自ら体験し、指導の基礎技術を身に付ける。保育者自身が表現豊かで豊かな

音楽性を身に付けるよう、自ら考えながら学んでいく。 

＜評価基準＞  実技 ＝ 課題に沿った身体表現 50％   筆記 ＝ 授業内提出物や修了試験 50％ 

回 講 義 計 画 

1 即時反応編（教科書Ｐ20～） 聴感覚の発達過程を理解し、ダルクローズシステムを体験 

2 
音の高低・強弱・遅速編 

（教科書Ｐ62～） 
音の種類や音の３原則を知る 

3 基礎リズム編（教科書Ｐ42～） 規則的な動き＝拍を体験し、基本的なリズムを理解 

4 
リズムパターン・フレーズ編 

（教科書Ｐ82～） 
拍からリズムパターン・フレーズを体験理解 

5 
ソルフェージュ編 

（教科書Ｐ120～） 
わらべうたや童謡など、声を使った遊びの体験 

6 季節と行事編（教科書Ｐ142～） 季節や行事でうたわれる歌を通して音楽表現する方法を体験 

7 歌あそび編（教科書Ｐ176～） 身近な教具や道具」を使った指導を考える 

8 まとめ・修了テスト 課題に沿った身体表現の実技試験とレポート提出 

9   

10   

11   

12   

13   

14   

15   

＜教科書・参考文献＞ 

教科書：「みんなでやろうリトミック」板野 平指導（ひかりのくに） 

参考文献：「感性を育む音楽表現」 仲野悦子著 （株）みらい 他 



                                       

 

教科目名   音楽 Ⅰａ                必修   演習   １単位 

担当者  日向 亜希子 保育学科第 １学年 前期 

＜講師紹介＞ 氏家祐子、櫻町総子、田頭孝子、西川章子、西森典子、増森由貴子、若狹理恵 氏の７名の講師

陣により個人レッスンの形で、ピアノ奏法や保育現場で使える弾き歌いについての指導を行う。 

＜講義概要・授業目標＞ 

・ピアノ奏法について学ぶ。基本的奏法からより高度な奏法へ、個人のレベルに合わせて技術の伸長を図

る。 

・弾き歌い（ピアノ伴奏を弾きながら歌うこと）ができるように、たくさんの曲を演習、習得する。 

＜評価基準＞ 

実技試験（指定されたピアノ課題曲から、担当の先生と相談して決めた曲と予め報告した弾き歌いの２

曲のうち、直前に指定された曲） および 平常点（レッスンの様子、練習量、弾き歌い曲の習得数：

４曲以上、曲数に応じて加点）による 

回 講 義 計 画 

1 
ピアノ曲 レッスン ① 弾き歌い曲 レッスン ① 

2 
ピアノ曲 レッスン ② 弾き歌い曲 レッスン ② 

3 
ピアノ曲 レッスン ③ 弾き歌い曲 レッスン ③ 

4 
ピアノ曲 レッスン ④ 弾き歌い曲 レッスン ④ 

5 
ピアノ曲 レッスン ⑤ 弾き歌い曲 レッスン ⑤ 

6 
ピアノ曲 レッスン ⑥ 弾き歌い曲 レッスン ⑥ 

7 
ピアノ曲 レッスン ⑦ 弾き歌い曲 レッスン ⑦ 

8 
ピアノ曲 レッスン ⑧ 弾き歌い曲 レッスン ⑧ 

9 
ピアノ曲 レッスン ⑨ 弾き歌い曲 レッスン ⑨ 

10 
ピアノ曲 レッスン ⑩ 弾き歌い曲 レッスン ⑩ 

11 
ピアノ曲 レッスン ⑪ 弾き歌い曲 レッスン ⑪ 

12 
ピアノ曲 レッスン ⑫ 弾き歌い曲 レッスン ⑫ 

13 
ピアノ曲 レッスン ⑬ 弾き歌い曲 レッスン ⑬ 

14 
ピアノ曲 レッスン ⑭ 弾き歌い曲 レッスン ⑭ 

15 
テスト  ピアノ課題曲  

（暗譜で演奏する） 

弾き歌い曲（習得した曲の中から２曲を報告し、 

直前に指定された曲を演奏する、暗譜しなくてよい） 

＜教科書・参考文献＞ 

   ピアノ曲レッスン用楽譜                 担当の先生と相談のこと 

   新版 幼児保育の歌とリズム               楠 景二編 音楽之友社 



 

 

 

教科目名 音楽 Ⅰａ             必修  演習    １単位 

担当者  日向 亜希子 保育学科第 １学年 後期 

＜講師紹介＞氏家祐子、櫻町総子、田頭孝子、西川章子、西森典子、増森由貴子、若狹理恵 氏の７名の講師

陣により個人レッスンの形で、ピアノ奏法や保育現場で使える弾き歌いについての指導を行う。 

＜講義概要・授業目標＞ 

・引き続きピアノ奏法について学ぶ。個人のレベルに合わせて更にレベルアップを図る。 

・余裕を持って弾き歌いができるように、更にたくさんの曲を演習、習得する。 

＜評価基準＞ 

実技試験（担当の先生と相談して決めたピアノ自由曲と予め報告した弾き歌いの２曲のうち、直前に

指定された曲） および 平常点（レッスンの様子、練習量、弾き歌い曲の 

習得数：４曲以上、曲数に応じて加点）による 

回 講 義 計 画 

1 
ピアノ曲 レッスン ① 弾き歌い曲 レッスン ① 

2 
ピアノ曲 レッスン ② 弾き歌い曲 レッスン ② 

3 
ピアノ曲 レッスン ③ 弾き歌い曲 レッスン ③ 

4 
ピアノ曲 レッスン ④ 弾き歌い曲 レッスン ④ 

5 
ピアノ曲 レッスン ⑤ 弾き歌い曲 レッスン ⑤ 

6 
ピアノ曲 レッスン ⑥ 弾き歌い曲 レッスン ⑥ 

7 ピアノ曲 レッスン ⑦ 弾き歌い曲 レッスン ⑦ 

8 
ピアノ曲 レッスン ⑧ 弾き歌い曲 レッスン ⑧ 

9 
ピアノ曲 レッスン ⑨ 弾き歌い曲 レッスン ⑨ 

10 ピアノ曲 レッスン ⑩ 弾き歌い曲 レッスン ⑩ 

11 
ピアノ曲 レッスン ⑪ 弾き歌い曲 レッスン ⑪ 

12 
ピアノ曲 レッスン ⑫ 弾き歌い曲 レッスン ⑫ 

13 
ピアノ曲 レッスン ⑬ 弾き歌い曲 レッスン ⑬ 

14 ピアノ曲 レッスン ⑭ 弾き歌い曲 レッスン ⑭ 

15 
テスト  ピアノ自由曲 

（暗譜で演奏する） 

弾き歌い曲 （習得した曲の中から２曲を選んで報告し 

直前に指定された曲を演奏する。暗譜しなくてよい） 

＜教科書・参考文献＞ 

   ピアノ曲レッスン用楽譜               担当の先生と相談のこと 

   新版 幼児保育の歌とリズム             楠 景二編 音楽之友社 



教科目名    音楽Ⅰb               必修   演習    １単位 

担当者    表 まり子 保育学科第 １学年 前期 

＜講師紹介＞ 

 約9年間の海外での演奏経験を活かし、より具体的にオーバーアクションで人間の体からつくり出される

音の表現の仕方や、音楽的心情の捉え方を学生と共に考えていきたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 ＊発声法、呼吸法を知り、身につけ、表現することにつなげることを目標とする。 

 ＊基本的なソルフェージュを習得し、確立する。 

 ＊歌詞やフレーズを理解し表現する。 

 ＊歌うこと、声を出すことに慣れる。 

 ＊人前での所作及び表現へのコントロールを目指す。 

〈評価基準〉 

  各定期テストの前に2度小テストを行い、計3回の総合及び授業態度を考慮し、各半期の評価とする。 

回 講 義 計 画 

1 

腹式呼吸、発声のしくみにつ

いて講義と実践。 

ソルフェージュ、曲演習 

コールユーブンゲンより２，３曲 

童謡の中から動物の歌、生活の歌。 

2 
腹式呼吸。発声練習。 

ソルフェージュ、曲演習。 

コールユーブンゲンより２，３曲。 

コンコーネ1曲。動物の歌、生活の歌。 

3 
    〃 コールユーブンゲンより２，３曲。 

コンコーネ１曲。動物の歌、生活の歌、遊びの歌。 

4 
    〃 コールユーブンゲンより２，３曲。 

コンコーネ１曲。動物の歌、生活の歌、遊びの歌。 

5 
腹式呼吸。発声練習。 

曲演習。 

コンコーネ課題演習。 

動物の歌、生活の歌、遊びの歌。 

6 小テスト１ 課題曲：コンコーネ1曲   選曲：５曲中１曲を歌う。 

7 
腹式呼吸。発声練習。 

ソルフェージュ、曲演習。 

コールユーブンゲンより２，３曲。 

コンコーネ1曲。生活の歌、季節の歌。 

8 
    〃 

 

コールユーブンゲンより２，３曲。 

コンコーネ２曲。生活の歌、季節の歌 

9 
    〃 

 

コールユーブンゲンより２，３曲。 

コンコーネ２曲。生活の歌、季節の歌 

10 
    〃 コールユーブンゲンより２，３曲。 

コンコーネ２曲。生活の歌、季節の歌 

11 腹式呼吸。発声練習。曲演習。 コンコーネ課題演習。生活の歌、季節の歌。 

12 小テスト２ 課題曲：コンコーネ1曲   選曲：５曲中１曲を歌う。 

13 腹式呼吸。発声練習。曲演習。 選曲したものを暗譜。・・・動作を取り入れて。 

14 腹式呼吸。発声練習。曲演習。 選曲したものを、暗譜。・・・動作を取り入れて。 

15 前期試験 指定された５曲中２曲を暗譜で歌う。 

＜教科書・参考文献＞ 

 ＊学生のためのコールユーブンゲンとコンコーネ（教育芸術社） 

＊子どもの歌 名曲アルバム （ドレミ楽譜出版社） 



教科目名    音楽Ⅰb               必修   演習      １単位 

担当者    表 まり子 保育学科第 １学年 後期 

＜講師紹介＞ 

 約9年間の海外での演奏経験を活かし、より具体的にオーバーアクションで人間の体からつくり出され

る音の表現の仕方や、音楽的心情の捉え方を学生と共に考えていきたい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 ＊発声法、呼吸法を知り、身につけ、表現することにつなげることを目標とする。 

 ＊基本的なソルフェージュを習得し、確立する。 

 ＊歌詞やフレーズを理解し表現する。 

 ＊人前での所作及び表現へのコントロールを目指す。 

〈評価基準〉 

  各定期テストの前に2度小テストを行い、計3回の総合及び授業態度を考慮し、各半期の評価とする。 

回 講 義 計 画 

1 
腹式呼吸、発声練習。 

ソルフェージュ、曲演習 

コールユーブンゲンより２曲。コンコーネ２曲。 

季節の歌。 

2 
    〃 

 

コールユーブンゲンより２曲。コンコーネ２曲。 

季節の歌。 

3 
    〃 コールユーブンゲンより１曲。コンコーネ３曲。 

季節の歌、世界の歌。 

4 
    〃 コールユーブンゲンより２曲。コンコーネ２曲。 

季節の歌、世界の歌。 

5 
腹式呼吸。発声練習。 

曲演習。 

コンコーネ２曲。 

季節の歌、世界の歌。 

6 
小テスト１ 課題曲：コンコーネ1曲（２曲中任意） 選曲：５曲中１曲を歌う。 

7 
腹式呼吸。発声練習。 

ソルフェージュ、曲演習。 

コールユーブンゲンより１曲。コンコーネ４曲（前期分含む） 

季節の歌、世界の歌。 

8 
    〃 

 

コールユーブンゲンより１曲。コンコーネ４曲（前期分含む） 

季節の歌、世界の歌。 

9 
    〃 

 

コールユーブンゲンより１曲。コンコーネ４曲（前期分含む） 

季節の歌、世界の歌。 

10 
    〃 コールユーブンゲンより１曲。コンコーネ４曲（前期分含む） 

季節の歌、世界の歌。 

11 
腹式呼吸。発声練習。曲演習。 コンコーネ４曲。 

季節の歌、世界の歌。 

12 
小テスト２ 課題曲：コンコーネ１曲（今までの４曲中から１曲を任意で）。 

選曲：５曲中１曲を歌う。 

13 曲演習。 選曲された５曲を暗譜練習。・・・動作を取り入れて。 

14 曲演習。 選曲された５曲を暗譜練習。・・・動作を取り入れて。 

15 後期試験 指定された５曲中２曲を暗譜で歌う。 

＜教科書・参考文献＞ 

 ＊学生のためのコールユーブンゲンとコンコーネ（教育芸術社） 

 ＊子どもの歌名曲アルバム （ドレミ楽譜出版社）     



 

 

教科目名  水泳実習          必修   演習   0.5  単位 

担当者 平下・櫻井・北橋 保育学科第 １学年 前期 

＜講師紹介＞ 

平下政美、櫻井貴志、北橋浩志の３名が担当。保健体育やスポーツ医学等で教職の経験を有

す。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 水の楽しさを学び、泳法を習得し、事故防止のための安全法を学ぶ。 

 クロール・平泳ぎで２５ｍ完泳を目指す。泳力に応じて個別練習をする。 

＜評価基準＞ 

１．泳力および泳法等を総合的に評価 

２．積極性、参加態度、出席状況等を総合的に評価 

回 実 技 計 画 

１ 
開講式 

班分 

クロール・平泳ぎの泳力による班分け 

班別練習 

２ 班別練習 
クロール 

けのび・バタ足・プル・息つぎ 

３ 班別練習 
平泳ぎ 

キック・プル・息つぎ 

４ 班別練習 
クロール 

平泳ぎ 

５ 班別練習 
クロール 

平泳ぎ 

６ 
班別練習 

水泳安全法講義 

クロール・平泳ぎ 

水の危険性と心構え・事故防止方策 

７ 試験 試験（２５ｍ） 

８  クラス対抗ウォーキングリレー 

＜教科書・参考文献＞ 

  



 

教科目名  保育と地域社会               選択   演習    １単位 

担当者  1年クラス担任 保育学科第 １学年 通年 

＜講義概要・授業目標＞ 

 近年、子どもを取り巻く環境の変化は著しい。その最も顕著な例は社会問題となっている いじめや不登

校、虐待、ＤＶ（ドメスッティック・ヴァイオレンス）であると言えよう。このような社会の大きな変化

に伴い、各自治体や保育機関、福祉機関、教育委員会、各種団体では各種の研修会や講演会、ボランティ

ア活動を積極的に催している。また、芸術・スポーツ・文化における様々な展覧会、公演、イベント等も

多く開催されている。 

 本教科目では、これらの外部団体の有用な催しに積極的に参加し「現在」を反映した情報や知識、感性

や見聞を広げることを目的とする。 

＜評価基準＞ 

受講後10日以内にレポート提出をもって受講認定とする 

評価は総時間数と認定された受講回数をもって行う 

単位認定に必要な総時間数：２３時間以上 

Ｓ：１０回 、Ａ：８回以上、Ｂ：６回以上、Ｃ：４回以上、Ｄ：３回以下（単位不認定） 

講 義 計 画 

 

 各自治体や保健機関、福祉機関、教育委員会、各種団体などが催す講演会、講座、研修会、   

ボランティア活動、音楽会、展覧会など外部のイベントに学生が参加し、見聞を広げる。 

（内 容） 

１、保育関係 

２、いじめ 

３、虐待 

４、ＤＶ（ドメスティック・ヴァイオレンス） 

５、保健 

６、栄養 

７、不登校など教育機関 

８、芸術（音楽、美術）体育・スポーツ 

９、その他（必要に応じて認可） 

 

注意事項 

＊ 受講種別はボランティア、音楽会、展覧会、講演会（講座、研修）、視察とする。 

＊ 受講に際しては必ず本人が申請し、担任からの許可を得ること。 

（ 必要に応じて開催要項などの提示を求める ） 

 

＜教科書・参考文献＞ 

 なし 



教科目名   児童文化 Ⅰ              選択   演習    １単位  

担当者 福 田 信 一 保育学科第 １ 学年    前期 

＜講師紹介＞ 

 金沢市内３小学校の校長を経て､私立短大幼児教育学科で「保育内容・言葉」を、当学園では 

「児童文化Ⅰ」を教える。現石川県児童文化協会副会長､元石川県国語教育研究会会長。 

＜講義概要・授業目標＞ 

昨今の社会情勢を見ると、子どもを取り巻く児童文化が、商業主義の標的にさらされていると  

思われる場面に出会うことがしばしばある。幼児教育に携わる者として、子どもに相応しい児 

童文化を考えることは大切であり、生活の中で豊かな児童文化を肌で感じるような学習を展開 

したい。特に【お話の児童文化】と【遊びの児童文化】を中心に、保育士として不可欠な実践 

的、応用的な指導技術や表現力も同時に身に付ける楽しい演習内容にしたい。  

＜評価基準＞ 

 毎授業後の提出物・小テスト４０％  演習態度・発表内容３０％  期末テスト３０％  

回 講 義 計 画 

 １ 「保育と児童文化」        児童文化の領域と現状 

 ２ 「話し言葉の基礎練習①」     発音と発声 

 ３ 「話し言葉の基礎練習②」      朗読と群読 

 ４ 「絵本の読み聞かせの基礎練習」  絵本の読み聞かせの方法と練習 

 ５ 「紙芝居の基礎練習」       紙芝居の歴史と演じ方 

６ 「素話の基礎練習①」       素話の特徴と演じ方 

７ 「素話の基礎練習②」       素話の練習 

８ 「素話の基礎練習③」       素話の発表会 

９ 「幼児の成長発達と遊び」     遊びの類別と効果  

10 「集団で遊ぶ」          集団での伝承遊び 

11 「使って遊ぶ」          道具を使った伝承遊び 

12 「作って遊ぶ」          手作り玩具と郷土玩具 

13 「言葉で遊ぶ①」         各種の言葉遊び 

14 「言葉で遊ぶ②」         各種の言葉遊び  

15 「テスト」             素話の実演・ペーパーテスト  

＜教科書・参考文献＞ 

 毎回プリントを配付、クリアファイル（２０P）を各自で用意する。 

 参考文献はその都度紹介する。 

 

 

 

 



 

教科目名     児童文化Ⅱ         選択   演習    １単位 

担当者 
木村、北村、西川 

野間、長部 
保育学科第 １学年 前期 

＜講師紹介＞ 

 木村昭仁氏（こども園園長）、野間成之氏（紙芝居士）、西川一美氏（児童文学・積み木専門家）、北村満氏（手

作り工房運営）、様々な分野で活躍している 5名の幼児教育のエキスパートの先生をゲストに迎え、児童文化の

楽しさや奥深さを学ぶ。後半のパネルシアター制作は、当学園職員が担当。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 児童文化の講義では「子どもの生活＝遊び」と捉え、子どもにとって遊び（生活）について学ぶ。具体的に乳

幼児の特性・発達について理解し、実際に自ら遊び、教材（紙芝居、パネルシアター、積み木、自然素材など）

に親しみ、実演する中で、楽しく遊ぶための知恵を学ぶとともに子供の何が育ち、身に着くかを探る。援助や環

境構成のあり方についても理解を深める。 

＜評価基準＞ 

 出席日数＋授業態度＋実技テスト 

回 講 義 計 画 

1 積み木、ゲーム、読み聞かせなど①  

2 積み木、ゲーム、読み聞かせなど②  

3 積み木、ゲーム、読み聞かせなど③  

4 自然素材体験  

5 おもちゃ体験  

6 絵本について  

7 紙芝居について  

8 パネルシアター（説明）  

9 パネルシアター（製作）  

10 パネルシアター（製作）  

11 パネルシアター（製作）  

12 パネルシアター（製作）  

13 パネルシアター（製作）  

14 パネルシアター（発表）①  

15 パネルシアター（発表）②  

＜教科書・参考文献＞ 

  

 



 

 

教科目名 保育実践演習基礎             必修   講義  １ 単位 

担当者 谷内 通・潟邉 裕江 保育学科第 １学年 後期 

＜講師紹介＞ 

 谷内（金沢大学教授）と潟邉（当学園職員）の 2名で担当。2年時に完成させる保育実践研究に興味を持

って取り組むことができるように、研究の進め方や研究論文の書き方を指導する。困ったことがあれば、

積極的に質問して欲しい。 

＜講義概要・授業目標＞ 

卒業研究の事前演習の位置づけ。研究の進め方や論文の書き方の基礎を学び、最終的には２年時に即、研

究が進められるように、研究メンバーを決め、研究テーマ、研究概要を決定してもらう。 

＜評価基準＞ 

① 出席状況 ②毎回の活動報告内容 ③研究レポートの提出 

回 講   義   計   画 

１ 保育「研究」を始めるために 研究とは何か。研究の進め方を理解する 

２ 

保育実践演習基礎、及び保育実践演習授

業の年間授業計画について 

保育実践演習・児童研究発表会の役割分

担について 

２年時を含め研究論文観完成までの流れの説明。研究

発表会時の役割分担 

３ 論文の書き方について１ 論文の様式に添って、書き方を学ぶ 

４ 
保育実践演習・児童研究発表会の報告書

提出・論文の書き方について 
前回に引き続き、論文の書き方の練習を学ぶ 

５ 卒業研究のテーマを考える 
卒業生の研究論文、インターネットなどから共同研究

者の有無、研究のテーマを３つ以上考える 

６ グループ分け・研究テーマの決定1 

２年時より一緒に研究をする仲間を決め、それぞれで

持ち寄った研究テーマの中からどのテーマで研究を

するかを決める 

７ 研究テーマの決定2 

前回に引き続き、グループで２年時から取り組む研究

テーマ、及びそのテーマに興味を持った経緯、具体的

にどういうことを調べたいかを決める 

８ 保育実践演習（卒業研究）計画書の作成 

２年時から始める研究テーマとそのテーマに興味を

持ったきっかけ、どのようなことを調べたいかという

研究概要を作成し提出 

＜教科書＞はじめての保育実践研究 開 仁志 著(一藝社)  



 

教科目名 文 学            講義     ２単位 

担 当 者    岩津 航 保育学科   １学年  後期 

＜講師紹介＞ 

金沢大学人間社会学域教授。専門はフランス文学・比較文学。主な訳著書に『レトリックの戦場：加藤周

一とフランス文学』、ロマン・ガリ『夜明けの約束』、ジョゼフ・チャプスキ『収容所のプルースト』。 

＜講義概要・授業目標＞ 

幼児教育において、文学は重要な意味を持つ。絵本や児童文学を通じて、幼児は「物語」と「書き言

葉」を習得する。物語とは世界の枠組みを作り出す力であり、書き言葉は、今・ここの話で用いられ

る日常言語とは異なる次元での言語活動である。本講義では、絵本や児童文学の読み方を知ることで、

幼児教育に求められる文学的教養を身につけることを目標とする。 

 

＜評価基準＞  

 定期試験60％  授業参加20％  確認テスト 20％  

回 講 義 計 画 

1 日本の児童文学史1 金沢発祥の福音館書店について。 

2 日本の児童文学史2 岩波少年文庫および岩波子どもの本について。石井桃子の仕事。 

3 絵本の読み方1 動物や機械の擬人化。『ぐりとぐら』『いたずらきかんしゃちゅうちゅう』 

4 絵本の読み方2 反復する言葉、反復する物語。『おおきなかぶ』『三びきのやぎのがらがらどん』 

5 絵本の読み方3 世界の創造。『ハロルドとむらさきのクレヨン』『もりのなか』 

6 絵本の読み方4 世界の拡張。『はじめてのおつかい』『くった のんだ わらった』 

7 絵本の読み方5 政治と文学。『バーバパパのいえさがし』『あおいくも』 

8 児童文学の読み方1 フィクションと現実。『くまのプーさん』『夕あかりの国』 

9 児童文学の読み方2 歴史の中の子ども。『あのころはフリードリヒがいた』『半分のふるさと』 

10 児童文学の読み方3 冒険と別れ。『エルマーのぼうけん』『星の王子さま』 

11 児童文学の読み方4 宮沢賢治と説話文学。「よだかの星」「猫の事務所」「銀河鉄道の夜」 

12 文学と子ども1 子どもの視線。『梨の花』『幼ものがたり』『幼年』 

13 文学と子ども2 子どもの死。『カラマーゾフの兄弟』『ペスト』『一握の砂』 

14 文学と子ども3 子どもの言葉と大人の言葉。『山びこ学校』『戸室詩集』 

15 定期試験 講義内容から出題します。 

＜参考文献＞ 福音館書店編集部編『おじいさんがかぶをうえました：月刊絵本「こどものとも」50年の

歩み』、2005年。若菜晃子編著『岩波少年文庫のあゆみ 1950-2020』、岩波書店、2021年。宮崎駿『本へ

のとびら』、岩波新書、2011年。 



 

 

教科目名 国語総合表現             必修 演習  １単位  

担当者 宮越 政則  保育学科 第１学年 前 期 

＜講師紹介＞石川県内の高等学校で、長年勤務した経験があります。その経験を活かし、分かりやす

く実際に役立つ授業を目指します。 

＜講義概要・授業目標＞  

実用的な国語表現に対する知識や理解を深めるとともに、保育士にふさわしいリテラシー能力を養い育

てる。  

＜評価基準＞  

毎回、朗読文章の要約を課し添削指導をする。また基本知識の小テストと最終回の全範囲テストにより

総合的に判断する。  

回 講  義  計  画 

１ 敬語の基礎①  尊敬語の種類と使い方  

２ 敬語の基礎②  謙譲語の種類と使い方  

３ 敬語の基礎③  丁寧語の種類と使い方  

４ 応用の敬語①  慣用的なクッション言葉  

５ 応用の敬語②  上級敬語を使いこなす  

６ 文の書き方①  基礎編（主題・構成）  

７ 文の書き方②  実習日誌（観察記録）を書く  

８ 文の書き方③  感想・反省文を書く  

９ 文の書き方④  保護者宛連絡文を書く  

１０ 手紙の書き方①  基本書式と言葉遣い  

１１ 手紙の書き方②  応用編（依頼・お礼）  

１２ 原稿用紙の使い方  縦書きと横書きの違い  

１３ 電話の応対・話し方  社会人としてのマナーを磨く  

１４ 履歴書の書き方  志望動機・自己アピールを中心に  

１５ 期末試験  （講義の内容と演習の全範囲から）  

＜参考文献＞  

『保育学生のための実践国語表現』（原田留美著・おうふう）  

 



 

教科目名  体育講義            必修   講義   １  単位 

担当者   北橋 浩志 保育学科第１学年 通年 

＜講師紹介＞ 

当学園職員。体育教諭・教頭として県立高校に３８年間勤務。日本スポーツ協会 公認バレーボ

ールコーチ。幼児の身体機能の発達に関することを伝え、子どもの運動あそびにつなげていく。 

＜講義概要・授業目標＞ 

乳幼児の心身の発育・発達の特徴、子どもを取り巻く現代社会の環境、運動遊びの意義や指導

上の留意点、運動遊びの実際等について理解を深める。 

毎時プリントを配付し、プリントに記入しながら講義を進める。 

各回、講義終了時にプリントを提出する。 

＜評価基準＞ 

授業態度  講義プリント  筆記試験  出席状況 などを総合的に評価 

回 講 義 計 画 

1 筋肉・骨格について 筋肉・骨格のはたらき、名称等について 

2 乳幼児の身体の発育と発達 乳幼児の形態、発育曲線、骨格・筋肉の発達などについて 

3 乳幼児の運動機能の発達 運動機能、運動技能、体力、運動能力の発達などについて 

4 乳幼児の心の発達 脳の機能・発達、知的・情緒的・社会的発達と運動の関係について 

5 現代社会と乳幼児 子どもを取り巻く生活時間・空間・人的環境と遊びについて 

6 
乳幼児の運動遊び 

乳幼児の運動遊びの実際 
乳幼児の遊びの重要性、意義とねらいについて 

7 障害児と運動遊び 障害児と運動遊びの重要性・指導について 

8 試験  

＜教科書・参考文献＞ 

 すこやかな子どもの心と体を育む 改訂 運動遊び  井上勝子・高原和子 編著  建帛社 



 

 

教科目名  体育              必修  実技   １ 単位 

担当者   北橋 浩志 保育学科第 １学年 通年 

＜講師紹介＞ 

当学園職員。体育教諭・教頭として県立高校に３８年間勤務。日本スポーツ協会 公認バレーボ

ールコーチ。幼児の身体機能の発達に関することを伝え、子どもの運動あそびにつなげていく。 

＜講義概要・授業目標＞ 

 一般的なスポーツを通して、生涯にわたり安全にスポーツに親しむ態度を養う。 

 後半は縄跳びを使ったパフォーマンスを練習し発表する。 

＜評価基準＞ 

１．縄跳びの発表を試験とし、技の難易度、完成度、チームへの貢献度等を総合的に評価 

２．毎時の授業態度、出席状況等を総合的に評価 

回 実 技 計 画 

1 オリエンテーション 自己紹介・関係づくりゲーム等 

2～5 
ビーチバレー 

バレーボール 
基本練習及びゲーム 

6～8 バスケットボール 基本練習及びゲーム 

9･10 フットサル 基本練習及びゲーム 

11･12 ユニホック 基本練習及びゲーム 

13～15 バドミントン・卓球 基本練習及びゲーム 

16 縄跳びオリエンテーション 
縄跳びを使ったパフォーマンスの発表に向けての説明および 

班分け 

17～21 縄跳び練習 班ごとに縄跳びの基本練習及び、パフォーマンス発表の練習 

22 縄跳び発表 班ごとに縄跳びを使ったパフォーマンスを発表する 

＜教科書・参考文献＞  


